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令和4年 1月 1日

特定社会福祉法人

大分県社会福祉事業国

職民採用.試験確期)
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令和4年4月 採用の看護師・作業療法士を

募集します。充実した各種手当等に加え、

年間休日数は120日 以上。福利厚生の充

実した大分県社会福祉事業団で、私たち

と一緒に働きませんか?

第1回『風雅」大賞
最優秀賞 受賞

パソコンで絵を描を始めてまだ3年くらしlなので、

評価して頂しヽマとてもうれししヽです。まだ自分が最

優秀賞を頂しヽたことが不足議ですハ 寮族や職員の

皆どんが喜んでくれたので絵を描しヽマし1マよかつた

など`尼つてしlま す。賞を取れたのt職員どんのあか

けなのでありがたしヽそす、これからt絵を描くこと

を続けてし1をたしヽそ或

職員からのコメン ト

初めて後藤さんが絵を描いているのを見たとき、写真

と照らし合わせながら丁寧に細やかな陰影や配色に気

をつけながら、右足の親指だけ器用に使つて描いてい

る姿に驚きました。どの作品も後藤さんの素敵な人柄

が作品に表れているように感 じました。これからどん

な絵を描かれるのか 1フ アンとしてとても楽しみです。

◆率吊 900円 (税込)

◆プ多′:ン H9ヨロitッ ト
950円 (税込)

①
大分市大津町2丁 目1番41号

大分県総合社会福祉会館

TEL(097)552-1316
FAX(097)552-1094

http:〃 www oitaswo.」 p

のご葉肉

詳細|よ

ホームベージから→
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今回L手 大 卜々県糸口学国に

あヽじゃましましk!
行織ホる糸口太改σヽ練習に
じぎょkht参れBし によo

今年1ホ kく さに6あ 客`様σヽ前で

兼基が`できま古ように!

糸口太故6皆 さに、
77イ ト!!

鶉

ム守持ち宅迩 マヽイ与lブ タt々

,
i、1歯佐年 二と,…

〆
ど

最初にグリーンカレーのスパ

イスとクリームのまろやかさの

ハーモニーを舌で感じていた

だき、その後ラタトウイユと一

緒に召し上がつてみて下さい。
1つのお皿の中で2つの昧が

楽しめると思います。是非感想

をお間かせ下さい。

TEL:0978・ 25日4688
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琴蝕跡睦 幽餞興熙え劉剪底爽叛鞭 回

看 護 師 作業療法士
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皆
さ
ま
の
こ
応
募

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

令和4年 1月 13日 lttl

受験申込締切

令和4年 1月 22日 lttl

一次試験日程

地域籍含交握センター

鵠幾窃監れatura■∞

早 出 昧 噌 q国
田

麹の香りが十分に楽しめる

あつさりとした甘み

1,000円 l税込)

熟 成 昧 噌 匈 田 D
まろやかなコクと香り風味

豊かな味わい

1,200円 (税込)

大分県なおみ園 ワークプレイスなこみ
TEL 0972‐ 28‐ 7333 FAX 0972‐ 28‐5552

違聰試 鞄聰戦

団

:,静千

編集後記

新
し

い
１
年
が
始
ま

り
ま
す
。
最
近
読
ん
だ

本

の
中

で

「
自
分

の
毎

日
を
生
き
る
の
は
、
自

分
し
か

い
な

い
。
自
分

た
ち

の
毎

日
は
、
自
分

た
ち
だ
け

の
も

の
だ
か
ら
」
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
事
業
団
だ
よ
り
の
作
成
に
携

わ
る
よ
う

に
な
り
、
ご
利
用
者

の

笑
顔
で
表
紙
を
綴
り
、
事
業
の
取
り

組
み
や
数
字
を
綴
り
、
事
業
団
の

歴
史

の
大
切
な

一
瞬

一
瞬
を
時
代

と
共
に
記
す
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
ど
ん
な
１
年
に
な
る

か
、

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
す
る

よ
う
な
日
々
を
事
業
団
だ
よ
り
と

と
も
に
綴

っ
て
い
き
た

い
と
思

い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

いろんな種類のお花が揃つ

ています。季節に応じてどん

なお花の種類があるのかだけ

でもお気軽に問い合わせくだ

さい。

大口注文、個別注文、配達の

相談等下記にご連絡ください。

…TEL:0977-72-1721

季:節の耗苗販売中.です 1
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ユ

盟
奪
接

新
ヰ
あ
い
と
つ

的織
も
あ
畿
輿
熙
軍
轡
め
食
幹
静
為
心
脅
撫
喜

鵬
繁

フ
イ
ジ
カ
ル
デ
イ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す

る
た
め
に
３
つ
の
密
（密
閉
、
密
集
、
密

接
）を
避
け
、
大
会
場
で
の
間
隔
を
空
け

た
会
議
や
研
修
会
の
開
催
や
リ
モ
ー
ト

会
議

の
積
極
的
な
活
用
促
進
を
行

っ
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
も
ご
利
用
者
、

職
員
と
も
９６
％
以
上
の
接
種
率
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。
Ｈ
月

に
入

っ
て
か
ら

感
染
者
も
全
国
的
に
激
減
し
、
大
分
県

で
も
感
染
者
が
い
な

い
日
が
続

い
て
お

り
安
心
し
て
い
た
の
で
す
が
、
南
ア
フ

リ
カ
由
来

の
感
染
力

の
強

い
変
異
株

「オ
ミ
ク

ロ
ン
株
」
が
感
染
拡
大
の
兆

し
を
み
せ
て
お
り
第
６
波
の
襲
来
も
現

実

の
も

の
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
当
法
人
と
し

ま
し
て
も
、
ご
利
用
者

の
安
全

・
安
心

な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
感
染
防
止
対

策
の
徹
底
を
引
き
続
き
行

っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
係
者

の
皆
様
に
は
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
含
め
て
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

年
頭

に
当
た

っ
て
、
令
和

４
年

は

「日
頃
か
ら
思

い
や
り
と
感
謝

の
気
持

ち
を
忘
れ
ず

に
、
小
さ
な
喜
び
を
大
切

に
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
仕
事
を
し
て
い

た
だ
き
た

い
。
そ
の
た
め
の

一
歩
と
し

て

「あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
」
と

感
謝
の
気
持
ち
を
積
極
的
に
言
葉
で
表

現
し
て
欲
し
い
。
心
の
こ
も

っ
た

「あ

り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す

！
」
を
言
わ

れ

る
と
、
明

る
く
な

る
。
う
れ
し
く

な
る
。
や
る
気
が
出
る
。
ま
た
聞

い
て

嫌
な
気
持
ち

に
な

る
人

は

い
な

い
と

思
う
。
そ
ん
な
強

い
力
が

「あ
り
が
と

う
」
に
は
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

理事長

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

コ
ロ
ナ

禍

の
な

か
、
東
京
五
輸

・
パ
ラ
リ

ン

ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
日
本
選
手
の
活
躍

で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
東
京

２
０
２
０
大
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
世
界
的
感
染
拡
大
発
生
後
、

世
界
が
初
め

て

一
堂

に
会

し
、

ア
ス

リ
ー
ト
と

ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
と

い
う

純
粋
な
本
質
に
焦
点
を
当
て
た
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
と
し
て
か

つ
て
な

い
ほ
ど

の

団
結
力
と
連
帯
感
を
示
し
ま
し
た
。

一
方
、
政
治
に
目
を
向
け
ま
す
と
１０

月
１９
日
に
衆
議
院
議
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
解
散
総
選
挙
が
公
示
さ
れ
、

１０
月

３‐
日

に
投
関
票

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ

の
後
、
特
別
国
会

が
Ｈ
月
１０
日

に

召
集
さ
れ
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
が
引

き
続
き
第
１
０
１
代
内
閣
総
理
大
臣
に

指
名
、
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の

当
法
人
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と

「緊
急
事
態
宣

言
」
以
降
、

コ
ロ
ナ
を
施
設
に
持
ち
込

ま
な

い
た
め
に
、
出
勤
時
の
検
温
な
ど

の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
、

マ
ス
ク
の
着
用
、

手
洗

い
（消
毒
）
の
徹
底
や
ご
利
用
者
や

職
員
に
対
し
て
外
出
の
自
粛
要
請
、
保

護
者
に
対
し
て
の
面
会

の
自
粛
要
請
や

き
木

沸
土目

ス〉挙
~卜

と
、

熊
、

浄
イ

やO/マ

大分県福祉保健部こども未来課よリイクボス・イク

メン応援動画の出演依頼が日田はぎの国で働く佐藤龍

一看護師にあり、取材と撮影を行いました。

大分県では「子育て満足度日本一」を目標に掲げて

おり、◆年度イクボス・イクメン応援動画を作成中。

事業国の育児に対する体暇制度や福利厚生にも

触れ、子育てしやすい環境をPRしました。

/＼生で父親がこどtと過ごす

実質の時間は 3年半。それを

今を六七/可 にすると決めまし

た。/Elよ 19職場の理解が之要

とな 19、 法人の手厚しⅢ子育て

サポートのあ陰で実現で老マ
:

大分県社会福祉事業団は、

認定を、大分県知事より

本人からのコメント

瑞
宝
単
九
章

今
和
３
年
秋
の
気
勲

今
″
３
年
度

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

社
会
痛
社
事
業
従
事
功
芳
者

鶴
食
て

■
力η

ざ
メ

大
分
県
糸
口
厚
生
園
長

大
分
県
の
ぞ
み
園
長

募ヽ

た
　
な
か
　
　
　
ふ

　

み
　

よ

田
仲
　
扶
美
代

村
上
　
栄

一

む
ら

か
み
　
　
　
え
い

い
ち
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あIつ、感謝してしヽます。
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今
年
度
は
法
人
か
ら
１０
編
を
応
募
し
、

う
ち
４
編
が
次
の
賞
に
輝
き
ま
し
た

大
分
県
な
お
み
園

い
生
活
様
式
の
も
と
で
の
こ
利
用
者
支
援
の

り
方
と
は

～
ご
利
用
者
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
た
め
に
～

も

り

た

　

　

一こ
う

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、つ
め

ざ

き

森
田
　
浩
司
　
　
地
域
係
長

梅
崎

１０
月
２４
日

（日
）

に
由
布
市
で
開
催
さ

れ
た
第
２４
回
日
本
太

鼓

ジ

ュ
ニ
ア

コ
ン

ク
ー
ル
大
分
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
今

年
は
新
曲

軍
ビ

（
の

ぞ
み
）
を
演
奏
し
ま

し
た
。
毎
日
、
放
課

後
や
夕
食
後
の
時
間

を
使

い
練
習
を
行

い

コ
ン
ク
ー
ル
本
番
に

臨
み
ま
し
た
。
大
会

の
開
催
も
中
止
が
多

く
、
今
回
の
大
会
が

初
め
て
の
児
童
も
数
名

い
る
な
ど
、
緊
張
の
中
の
参
加
で

し
た
が
、
本
番
で
は
堂
々
の
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。
結
果

は
お
し
く
も
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
会
を
通

し

「来
年
こ
そ
は
優
勝
す
る
ぞ
」
と
意
気
込
む
児
童
や
、

他

の
チ
ー

ム

の

演
奏
を

肌

で
感

じ
自

分
た
ち

が

も

っ
と
良

く
な

る

に
は
と

の
話

も

反
省
会

で
行

え

ま

し

た

。

チ
ー

ム
と

し

て

更

に
結
束

が
深

ま

り
、
来
年
度

こ
そ
は
優
勝
を

目
指

し

て
日

々

精
進

し

て

い
き

ま
す
。

納
　
悠
介

の
　
　
　
ゆ
う

す
け

お

ら

し

わ

よ
し

真
吾

聖
子

俊
央

柴
尾
知
志
和

　

　

支
響
貝

赤
嶺

大
分
県
渓
泉
寮

の
生
活
を
ト
ー
タ
ル
で
支
え
る

抱
え
る
方
々
と
の
関
わ
り
で
見
え
た
も
の
～

は
か
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
べ
　

　

か
つ

え

計
　
主
任
看
護
師

安
倍
　
克
恵

支
援
員

良
重

小
平
　
健
太

大
分
県
の
ぞ
み
国

の
１
日
２
回
投
与
法
の

年
ご
利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
目
指
し
て
～

優
秀
賞
論
文
は
事
業
団
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
て
全
文
公
開
し
て
い
ま
す
。

（ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
は
８
ベ
ー
ジ
に
掲
載
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ど
う
ぞ
）

一一一
　

一一一一一一

支
援
員

象松ら
え田だ

か
わ
し
ま

　
　
ひ
で

よ

看
護
師

川
島
　
英
代

県
糸
口
厚
生
国

向
け
た
、

ア
の
取
り
組
み

支
援
員

そ
め

や

染
矢

恵
実

職
名
で
す

（
フ

ｒ
‐）

こ
　
ひ
ら
　

　

け
ん

た

目

曇

鬱
≧
フ
瑚
渤
勿
刊
ル
左
分
大
会

火罵憔

精一杯頑張りました

各施設、事業所でのサービス利用 (契約)者の状況  伶和3年 12月 1日現在)

令
和
３
年
度
　
第
４４
回

実
践
報
告
。
実
務
研
究
論
文

審
査
結
果

所 属 名

サービス利用 (契約)者数   (単位 :人 )

救

整
瞑

施

設

施
　
勤収
　
入

所

生

活

介

護

短

期

入

所

自

一ユ

訓

練

宿
泊
型
自
立
訓
練

就
労
移
行
支
援

就

労

継

続

支

援

Ａ
型

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

共
同
生
活
援
助

児
童
発
達
支
援

放

課

後

等

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

入福

設児

祉

型

障

害

所

　

屯

居

宅

介

護

等

訪

問

介

護

日

中

一
時

支

援

移

動

支

援

相

談

支

援

宿 無

泊 料

事 低

業 客負

就

業

生

活

支

援

セ

ン

タ

ー

登

録

者

特

定

施

設

入

居

者

生

活

介

護

通

所

介

護

（
共

生

型

含

む

）

就
労
定
着
支
援

自

立

生

活

援

助 計

地域総合支援センター 6 44 54 150 69 12 18 492 459 5 1,309

大分県渓泉寮 117 18 7 16 29 77 3 3 2 272

大分県のぞみ園 84 98 55 18 16 11 229 7 518

大分県糸口学国 60 62 24 30 46 222

大分県糸口厚生国 63 67 70 45 23 268

大分県糸口第二厚生国 60 82 48 47 237

大分県糸口通勤寮 3 20 26 18 6 3 76

大分県なおみ国 60 57 88 11 5 9 119 31 2 63 6 110 7 319 887

大分県日田はぎの園 83 92 78 36 38 327

地域生活支援センターはぎの 14 43 14 8 25 16 15 437 330 10 882

八つ星の丘 10 45 87 142

言十 117 410 458 384 34 26 13 44 40 157 71 294 30 134 14 233 50 |,345 10 1108 45 87 14 22 5,140

(注)1人の利用者が2以上のサービスを利用している場合は重複して計上

手il■暴i=



こどもデイサービスぴ―すでは、

み期間にパン作りを体験しました。思しヽ

思しれに生地をこね、焼き上がつたパン|よ

あつあつの内に美味しくいただきまし

た。「お母さんにあIザる」と、持ち帰る

子も。思わすほつこり。

かわしlし Vミンの完成です!! うまく焼を上がる`としIし 1な

お祭りの定番といえば、カ

焼きそば!その他色々、お腹いつばい食べて

笑つて。そして、ピクニカ共和国からは、動

物たちも参力g!ャ ギやモルモット、ウサギと巨

大カメ等々と触れ合いました。室内では、カ

ラオケ大会や、お楽しみ抽選会を行いました。

湖蛤督 品セ手にしマ喜汀姿! 食ベマ飲んで笑つマ !

の日頃の活動の場としてFどんぐり広場』を初開催!!

練習してきた成果を保護者の方に披露することが

でき、各どんぐりの個性が輝くステキな発表とな

りました1また、作品展示やゲーム、拍選会、販売

など盛りだくさん☆賑やかなひとときでした。

じつくり見マtらし1ま したI   踊りました♪

「どんぐり
「どんぐり1・ 2,3

テ
・

Ｆ

≡

‘
謁

一

瞳
錘
轟
雷
ｒ

感染症予防の観点からこ利用者と職員

のみの参カロで「明るしヽ未来に向かつて」

をテーマに準備を行いました。

当日は出し物や抽選会で大いに盛り上

がりました。

集合写真「lすしk千―ズ!」 願し|ごとたくをたのはどのツI)=

1日に開催しました。

日田はぎの園開園祭を

なイベントを準備しました。職員が作成したムービー

から始まり、職員の出し物、パルーンパフォーマン

ス、テレビ番組でおなじみの美川憲ちゃんによるも

のまねショーと盛りだくさんでした。食事も屋台形式

で行い、たこ焼きや日田焼きそば等が好評でした。

屋台は六盛況 !  パルーンパフォーマンス

用者に楽しんでもらえ

康体操♪移動水族館やマグロの解体シヨー

など楽しい催し物で盛りあがりました !

また、豪華お弁当、スイーツパイキングも

あり、心も身体も大満足 !皆さんの笑顔と

共にリフレッシュした1日 となりました。

乃気いつばし1健康休繰

竹太鼓演奏やこ利用 規模を縮小して行われた

園祭 で |よ 、糸 □太鼓 、マ グ ロの解 体

シヨー、ものまねショーを皆さん楽しん

でいました。最後に200個の風船を一斉

に空に放し、盛況のうちに幕を閉じまし

た。笑顔たくさんの一日でした。

呵00%天然素材   ステーキ実演販売 II

「

i.i!‐ 挙 i裟
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に
監
田
ロ
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■

■
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荷

●

盛
枠

込
●

k_

昨
年
も
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
規
模
を
縮
小

し
、
こ
利
用
者
と
こ
家
族
等
の
み
の
参
加
で

行
い
ま
し
た
。

今
後
ま
た
お
客
様
を
招
い
て
開
催
で
き
る
日

を

一
同
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
引
・

　

　

ざ

れていた、ふれあい広場の

りとして「ヽにこにこ秋まつり」を実施しましたI

ゲストとしてお呼びした、フラフープパ

フォーマー・アツシのサーカスショーや河

内明美の歌謡シヨーで会場は大盛り上がり!

楽しい一日となりました。

盛り上が1,ま した♪  会場設営完了★

に続き、糸□厚生園と糸□

合同フエスタを開催しました !長引くコ

ロナ禍ですが、八ラ八ラ&ドキ ドキのパ

フォーマンスや糸□太鼓に大盛況 !!

皆さんの晴れ晴れとした笑顔。楽ししヽ時

間を過ごしました。

第□六鼓の皆様☆多 子ュロスを買いました !

で2日にわたり、ふれあし

会&パフォニマンスショーを行いました。パ

フォーマンスの方によるマジックショー等(

そして別府のヒットパレードの演奏で会場(よ

大盛りあがり。大人も子どもも笑顔あふれる

楽しいひとときを過こしました。

歌に/1,/1,   7ン スタント体験
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クローズフリプ!!

近
年
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
支

援
施
設
で
は
職
員
の
腰
痛
等
に
よ

る
休
職
や
離
職

，
労
災
を
出
さ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
「
ノ
ー
リ
フ

ト
ケ
ア
」
と
い
う
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

令
和
元
年
度
か
ら
大
分
県
の
ぞ
み

園
で
は
こ
の

「
ノ
ー
リ
フ
ト
ヶ

ア
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ｌ
Ｈ
ノ
ー
リ
フ
ト
ケ
ア
と
は

介
助
者
も
ご
利
用
者
も
安
全
で

安
心
で
き
る
よ
う
様
々
な
福
祉
用

具
を
活
用
し
、
抱
え
上
げ
な
い
介

助
の
こ
と
で
あ
り
、
お
互
い
に
心

身
の
負
担
を
か
け
ず
に
楽
に
介
助

が
で
き
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

２
日
福
祉
用
具

当
園
で
は
移
乗
用
リ
フ
ト

・
ス

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド

・
ス
ラ
イ

デ
イ
ン
グ
シ
ー
ト
な
ど
様
々
な
福

祉
用
具
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
抱

え
上
げ

の
支
援
を
す
る
こ
と
な

く
、
安
全
に
ご
利
用
者
の
移
乗
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉
用
具
を
安

全
に
使
用
す
る
た
め
の
研
修
も

行

っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
者

・
職

員
お
互
い
に
身
体

へ
の
負
担
も
少

な
い
た
め
安
心
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
。

３
ロ
ノ
ー
リ
フ
ト
ケ
ア
導
入
後
か
ら

リ
フ
ト
等
の
福
祉
用
具
を
積
極

的
に
使
用
す
る
こ
と
で
職
員
の
身

体
的
負
担
の
軽
減
や
腰
痛
予
防
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
利

用
者
か
ら
も

「安
全
で
安
心
感
が

あ
る
」
や
「
リ
フ
ト
に
吊
ら
れ
て

い
る
と
負
荷
が
少
な
く
気
持
ち
が

良

い
」
と
好
評
を
頂

い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
無
理
な
移
乗
支

援
を
行
わ
な

い
た
め
、
ご
利
用

者

の
姿
勢

の
改
善
、
拘
縮
や
褥

塘
予
防
に
繋
が
り
、
そ
の
方

の

身
体
状
況
や
生
活
に

つ
い
て
も

良

い
方
向
に
変
わ

っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
後
も
ノ
ー
リ
フ
ト
ケ

ア
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
ご
利

用
者
と
職
員
お
互

い
の
生
活

の

質

の
向
上
に
繋
が

っ
て
く
る
と

思

い
ま
す
。
皆
様

の
施
設
で
も

是
非
取
り
組
ん
で
み
て
下
さ
い
。

写
亜
参
瑯
遜

ぜ

ぜ

大
分
県
糸
口
厚
生
園
で
は
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
、
宇
佐
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
補

助
金
を
受
け
、
地
域
の
皆
様
へ
配
食
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
週
木
曜

日
に
、
厨
房
職
員
と
支
援
課
職
員
で
協
力
し
て

配
達

・
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
「味
わ
い

弁
当
」
と
題
し
て
献
立
や
ス
タ
ツ
フ
か
ら
の
コ

メ
ン
ト
、
関
連
す
る
食

材
の
豆
知
識
な
ど
を
掲

示
し
た
チ
ラ
ン
を
お
弁

当
と

一
緒
に
お
配
り

し
、
よ
り
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し

て
お
り
ま
す
。

工
井

一

一卜
）

，

・　
・　
　
争監

| 蝶箱操得窒

ミξ北鍬輪
エ
t孝

哲

ヽ
・・≡Ｉ
！
　

、　

″

罐

君

しヽ

室丘
―

ご簿え
轟め嬢こうじ鏡と
書墓め自孝愚鬼
とつ季汁
碑と́

'れ

幸ョ手み■a:′ ―諄130Hca,こ●.

!予  ―
な,

→孝R年 ニタ

漁霊勝 BBn'lB(本 )0.

No129(20221)④

_ニゴ焦_1'__

ノTリフトケア0つ口買つ組〕
～ 大分県のぞみ園 ～

メ磯リフティングケア

跡慮裁

苺

f

多

味わい弁当のチラン

●

●

写

電

エヌ

田l惑ぎの回 Iカけし

a

慇

ぽ

″oリマ…車1,コ 与
単|,ヽつ星コE'

世ヽ

'vカ

ー三′

軍
゛

か

ど
'v<

り広場

'!,:'い



大分県糸□通勤寮  宇佐市 地域総合支援センター大分県糸□第二厚生園 宇佐 日出町大分県渓泉寮

■迎堅
●
・.

大分県日田はぎの園 日田 大分県なおみ園
i―争込迷さ・・‐

大分県のぞみ園
由布市

(挟間町)
大分県糸□学園成人 宇佐市
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宇佐市八つ星の丘 地域生活支援センターはぎの見量醒 大分県糸□厚生園  宇佐市 大分県糸□学園児重 宇佐市
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工
房
大
福
直
売
両
オ
ー
ブ
ン

カ
フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
ナ
チ
塁
フ
エ
イ
ト
の
隣
に

「工
房
大
福
直
売
所
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
直
売
所

今
で
は
工
房
大
福
特
製
の
パ
ン
と
豆
腐
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

豆
腐
は
地
元
宇
佐
産
の
国
産
大
豆
を
使
用
し
て
お
り
、

パ
ン
は
あ
ん
こ
に
こ
だ
わ
っ
た
あ
ん
パ
ン
が
イ
チ
押
し
！

皆
様
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
売
り
切
れ
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。
早
め
の
来
店
が
お
す
す
め
で
す
。

Ｏ
営
業
日
／
月
曜
日
～
金
曜
日

（※
祝
日
除
く
）

○
営
業
時
間
／
１１
時
～
売
り
切
れ
次
第
終
了

消
防
署
と
の
合
同
防
策
訓
練

消
防
隊
員
が
見
守
り
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
、

合
同
避
難
訓
練
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
職
員
も

こ
利
用
者
も
有
事
に
備
え
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
併
せ
て
、
訓
練
の
反
省
点

・
数
命
敷
急
法
の

指
導
も
受
け
ま
し
た
。
消
防
隊
長
か
ら
は

「毎
月

うの
訓
練
の
積
み
重
ね
が
力
と
な
り
ま
す
」
と
の
お

吾
葉
を
頂
き
、
職
員
一同
さ
ら
に
防
災
意
識
を
高

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

行
楽
に
は
ぴ
っ
た
り
。
く

な
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
、
や
ま
な

と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
い
ひ
と

た
。

．め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

月

′   4

ヽ
　

●

●

◆

‐
●・

●

「   月    'r   l   A

◆ヽ

“

◆

楽
し
い
毎
日
♪

長
く
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
日
常
で
す
が
、
渓
泉
寮

う
で
は
こ
利
用
者
の
や
り
た
い
こ
と
を
尊
重
し
、
感

賞
し
切
リ
パ
ス
Ａ
イ
ク

ひ
び
き
寮
で
は
、
日
帰
リ
パ
ス
八
イ
ク

久
し
Ы
り
の

中
泊
隷
行
～
♪

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
減
少
し
、

緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
で
解
除
に
な
っ
た
た
め
、

感
染
対
策
を
万
全
に
行
り
、
一泊
旅
行
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。

◆

・

々
ま
し
た
。
別
府
に
あ
る

「美
湯

ふ騒く

倉ら ～各所属近況報告～

染

と
対
疎
を
行
い
な
が
ら
笑
顔
溢
れ
る
窟
日
を
送
っ

で
昼
食
と
温
泉
を
楽
し
み
ま
し
た
。
着
い
て

′縣
球葬
聾
諦
契
髪
隣
鍵
湿

豪
華
な
食
事
と
買
い
物
を
行
い
、
そ
の
後
美
肌
ｐ

湯
を
堪
能
し
ま
し
た
。
偶
然
に
も
温
泉
に
は
他
の

お
客
様
は
お
ら
す
、
貸
し
切
り
状
態
で
こ
利
用
者
．

の
方
は
ゆ
っ
く
り
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
ｒ

ホ刑畑随聴淮一嗽軸噺勒勒島へ行き、杉乃井
増

２
日
日
は
ゆ
め
タ
ウ
ン
別
府
店
で
買
い
物
を
行

　
ヽ

い
、
と
て
も
満
足
し
て
下
さ
ｍ
ま
し
た
Ｉ

ま
す
。
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か ら

今
日
も
乗
し
く
元
気
よ
く
す

７
Ｉ
手

（自
立
訓
練

。
献
勢
継
編
支
静
」
呼

）

含
同
梨
舞
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ア
ー
チ
合
同
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
梨

狩
り
に
行
き
、
こ
利
用
者
に
楽
し
み
な
が
ら
融
ゼ

体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「大
き
な
梨
が
穫

バ
ン
ピ

・
ダ
ン
ポ
大
運
動
会
′

青
空
の
下
、
こ
ど
も
達
の
元
気
な
計
と
共．
Ｅ
★

運
動
会
が
ス
タ
ー
ト
！
内
容
は
、
か
け
？
⊂
い
応

援
合
戦
、
短
距
離
走
、
玉
入
れ
、
運
命
競
だ́
再

゛

糸
□
第
二
厚
生
園
で
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
す
日
々

を
楽
し
く
過
こ
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
散
髪
を
行

い
、
美
容
師
さ
ん
が
来
園
し
て
こ
利
用
者
そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た
髪
型
や
、
希
望
が
あ
れ
ば
毛
染
め
も
崎

行
っ
て
満
足
そ
う
な
様
子
で
し
た
♪

リ
レ
ー
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。
運
動
会
を
通
し
で
お

赦離父鍋勒前箭痴餅“静編維臆慨鰤闘勲ｍ

た
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
い却帝

,

脅

ず r ,

与

F

ヽ

ウ

ー

◆

R

◆、
づ
´

い

◆

運
動
ふ
あ
～
お
′
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′
与
′
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